
今
期
定
例
会
で
は
条
例
の
改
正

や
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
査
・
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
1
号　

全
会
一
致　
可
決

令
和
5
年
度
か
ら
令
和
9
年
度

ま
で
の
5
か
年
の
総
合
整
備
計
画

を
新
た
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

意
見　

高
塚
・
桐
原
・
溝
ノ
口
地

域
は
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の
対

象
地
域
で
も
あ
り
、
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
早
期
完
了
に
向
け
て

対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
。

議
案
第
6
号　

全
会
一
致　
可
決

消
防
団
員
の
出
動
報
酬
支
給
に

関
し
て
、
支
給
対
象
と
な
る
職
務

の
内
容
及
び
そ
の
金
額
を
明
確
に

し
、
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問　

消
防
団
の
地
域
行
事
へ
の
参

加
は
支
給
対
象
に
な
る
の
か
。

答　

鬼
火
焚
き
の
際
の
警
戒
活
動

な
ど
の
消
防
団
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
活
動
に
つ
い
て
は
、
支
給
対

象
に
な
る
。

意
見　

地
域
行
事
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
員
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
状
況
も
あ
り
、
柔
軟

な
対
応
を
望
む
。

議
案
第
9
号　

全
会
一
致　
可
決

国
の
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

改
正
に
伴
い
出
産
育
児
一
時
金
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
改
正
す
る
も
の
で

す
。

TopicsTopics

第１回定例会

令和5年
2月24日から
3月24日まで
（29日間）

Topic1

財
部
町
高
塚
・
桐
原
・
溝
ノ
口

　
　
　
　
辺
地
の
総
合
整
備
計
画

Topic2

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

令和５年曽於市消防出初式の様子

Topic3

出
産
育
児
一
時
金
増
額
へ

出動報酬の内容 出動報酬 出動報酬に
加算される報酬 費用弁償

災害，災害の発生が予見さ
れる場合における警戒又は
行方不明者捜索の場合

１回（6時間内）
につき6,000円

１回の出動時間が
６時間を超える場
合は、３時間毎に
3,000 円が加算 １回につき 1,000 円

上記の職務以外に従事した
場合

１回につき5,000円
を超えない範囲内

（規程で定める額）

会議に出席した場合（公務
のための旅行を伴うもの） １日につき5,000円

曽於市職員の旅費支給規則
の規定により算定した額に
1,000 円以内を加算した額

教育訓練機関が行う研修に
出席した場合 １日につき5,000円

１日につき旅費条例の規定に
より算定した額に 1,000 円以
内を加算した額

40万8,000円改定前

48万8,000円改定後

※改正前は産科医療補償制度の掛金１万2,000 円
を加えて総額支給額は42万円でした。

※改正後は産科医療補償制度の掛金１万2,000 円
を加えて総額支給額は50万円となります。

　今号から議会で
審議された議案等
をTopics（トピッ
クス）として市民の
皆様にお知らせし
ます。
※Topics（トピックス）
とは英語のTopic（ト
ピック）の複数形で「話
題・出来事」の意味です。

　
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
出
産
を
し

た
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理
由
で
重
度
脳
性

麻
痺
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家
族

の
こ
と
を
考
え
た
補
償
制
度
の
こ
と
で
す
。
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議
案
第
17
号　

全
会
一
致　
可
決

旧
財
部
北
中
学
校
は
平
成
25
年

4
月
1
日
か
ら
誘
致
企
業
と
し
て

職
業
訓
練
事
業
を
行
う
有
限
会
社

サ
イ
バ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
に
無
償
で
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
事
業
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
で
の
雇
用
労
働
力
の
創
出
及

び
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
引
き

続
き
5
年
間
無
償
貸
付
け
す
る
も

の
で
す
。（
※
令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で
）

議
案
第
19
号　

全
会
一
致　
可
決

宅
地
造
成
さ
れ
た
財
部
の
さ
く

ら
並
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
道
路

を
一
般
交
通
に
供
す
る
た
め
、
さ

く
ら
並
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
1
号
線

か
ら
5
号
線
ま
で
の
5
路
線
を
市

道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　

全
会
一
致　
可
決

各
事
業
の
確
定
及
び
執
行
見
込

み
な
ど
精
算
的
な
も
の
に
よ
る
増

減
が
主
な
も
の
で
す
。

12
億
２
６
２
２
万
円
追
加

予
算
総
額　

３
１
１
億
６
３
７
７
万
円

　

総
務
常
任
委
員
会

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
大
隅
支
所
庁
舎
整
備
事
業
】

問　

用
地
取
得
費
の
減
額
の
理
由

は
。

答　

用
地
交
渉
に
よ
り
予
定
価
格

を
下
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
伴
走
型
相
談
支
援
及
び
出
産
・

子
育
て
応
援
給
付
金
一
体
的
実
施

事
業
】

問　

新
規
事
業
で
あ
る
が
内
容
は
。

答　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て

ま
で
一
貫
し
て
身
近
な
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
「
伴

走
型
相
談
支
援
」
と
出
産
育
児
関

連
用
品
の
購
入
等
の
「
経
済
的
支

援
」
を
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

で
、
こ
の
ほ
か
に
出
産
祝
金
も
次

の
と
お
り
支
援
し
て
い
る
。

出産祝金 出産・子育て応援給付金

第１子・第２子 1 万円 妊娠届出時に保健師等
と面談後 5 万円

第３子以降 10 万円
出産後、「こんにちは赤
ちゃん訪問」時に助産
師・保健師等と面談後

5 万円

Topic4

雇
用
・
労
働
力
の
創
出

　
　
　
　
　
地
域
活
性
化
継
続
へ

たからべ森の学校（旧財部北中学校）内の『たか森カフェ』

さくら並木ニュータウン内の市道

Topic5

さ
く
ら
並
木

　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
市
道
認
定

Topic6

令
和
４
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

妊産婦さんや養育者が入院等で面談が難しい場合は、市役所こども
未来課へご連絡を！（電話 0986-76-1734）市のホームページ

にリンクします。

出産・子育て応援
給付金について

Link

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
九
日 

克
典
委
員
長
）

【
大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測

調
査
業
務
委
託
】

問　

末
吉
中
学
校
の
調
査
が
必
要

と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　

当
初
昭
和
30
年
か
ら
40
年
代

に
か
け
て
盛
土
を
行
い
そ
の
後
校

舎
の
建
替
え
の
際
に
再
度
盛
土
を

行
っ
た
。
今
回
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
部
分
の
地
山
と
盛
土
の
境
目

ら
し
き
箇
所
に
亀
裂
が
入
っ
た
た

め
、
必
要
な
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

意
見　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
だ
け

で
な
く
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
あ
る

大
淀
川
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
調

査
の
中
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
11
号・13
号　

全
会
一
致　
可
決

国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
・
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
設
備
や

運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴

い
、
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
安
全

計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
、
同
基
準

に
準
じ
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問　

具
体
的
な
条
例
改
正
の
内
容

は
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
子
ど
も

の
送
迎
バ
ス
等
へ
の
置
き
去
り
防
止

安
全
装
置
の
装
備
が
義
務
化
さ
れ

る
こ
と
等
が
主
な
改
正
内
容
で
あ

る
。

議
案
第
34
号　

全
会
一
致　
可
決

今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
経
費
の
追
加

で
す
。

２
億
２
９
３
２
万
円
追
加

予
算
総
額　

２
６
４
億
９
９
３
２
万
円

諮
問
第
１
号　

適　
　
任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
諮
問
さ

れ
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

山
本 

ひ
と
み
氏
（
大
隅
町
月
野
）

※
任
期
は
令
和
5
年
7
月
1
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

発
議
第
１
号　

全
会
一
致　
可
決

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

15
年
法
律
第
57
号
）
が
改
正
さ
れ
、

国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

の
機
関
等
（
議
会
を
除
く
。）
に

お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
等
に

関
す
る
共
通
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
議
会
独
自
の
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

末吉中学校グラウンド調査の様子

Topic7

乳
幼
児
・
児
童
の

　
　
　
安
全
確
保
の
た
め
に
改
正

Topic8

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

令和５年度の新型コロナ
ワクチン接種についての
お知らせ（厚生労働省）に
リンクします。
※今後国の検討状況等に
より変更となる可能性が
あります。

LinkTopic9

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

Topic10

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

【訂正について】

令和５年２月１日発行の議会だ
より第71号P10
誤：「本校区」
正：「申請対象外である学校区」
訂正してお詫び申し上げます。
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人
口
増
に
繋
が
る
住
宅
取
得
祝

金
、
移
住
・
就
業
支
援
金
等
の
定

住
促
進
対
策
事
業
に
つい
て
は
、
金

額
を
増
額
し
、
定
住
、
移
住
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
ま
す
。

問　

住
宅
取
得
祝
金
と
市
有
地
活

用
補
助
金
に
つ
い
て
の
変
更
点
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

宅
地
分
譲
地
整
備
管
理
事
業

に
つ
い
て
。

答　

用
地
取
得
費
と
し
て
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
3
・
4
区
画
の

ミ
ニ
分
譲
を
考
え
て
い
る
。
候
補

地
は
あ
る
が
、
令
和
5
年
度
本
格

的
に
交
渉
を
行
い
た
い
。

問　

移
住
交
流
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

答　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
移
住
体

験
ツ
ア
ー
で
3
0
0
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
曽
於
市
に
移

住
を
考
え
て
い
る
方
の
要
望
に
沿
っ

た
形
で
ツ
ア
ー
を
組
み
、
実
際
に
移

住
し
た
際
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
環
境
を

感
じ
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
お

り
、
全
額
、
市
で
負
担
す
る
。

問　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
に

つ
い
て
。

答　

財
源
は
国
か
ら
の
2
分
の
1

の
補
助
事
業
で
、
夫
婦
共
に
婚
姻

日
に
お
け
る
年
齢
が
満
39
歳
以
下

の
方
が
対
象
で
あ
る
。

問　

婚
期
が
遅
く
な
っ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
市
独
自
に
年
齢
制

限
の
引
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

答　

国
の
補
助
要
件
に
準
じ
て
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

令和 5 年度　曽於市当初予算を可決しました

一般会計予算 262億7000万円
（前年比　2億8022万円　　1.1％増　）

特別会計予算 122億2345万円
（前年比　▲7671万円　　0.6％減　）

企業会計予算 15億334万円
（前年比　1億9345万円　14.8％増　）

予 算 総 額 399億9679万円
（前年比　3億9697万円　　1.0％増　）

　令和 5 年度事業の予算案が市長から 2 月24日に議会に示され、３月13日～３月
17日まで各常任委員会の審査を経て、 3 月24日の本会議（最終日）に各委員長が報
告し、可決しました。

議案第27号　令和５年度一般会計予算　　　　　　　　　　　　全会一致　可決
市の人口増に繋がる住宅取得祝金、定住・移住をこれまで以上に推進

祝金額 現制度【令和４年度】予算 1,900万円 新制度【令和５年度以降～】予算 5,300万円

住
宅
取
得
祝
金

基本支給 10万円 30万円
転入加算 20万円 50万円

子ども１人 10万円 10万円
子ども２人以上 20万円 20万円

最大（住宅取得祝金額） 50万円 100万円

転入者
のみ

転入者のみ
適用

補助額 現制度【令和４年度】予算 300万円 新制度【令和５年度以降～】予算 600万円
市
有
地
活
用
補
助
金

転入者以外 分譲地
購入金額

10％

最大30万円 令和５年度より住宅取得祝金へ移行す
るため、市有地活用補助金は廃止。
ただし、経過措置として令和４年度対
象者については申請可能。
また、申請対象外である学校区（末吉小・
岩川小・財部小）については令和５年
１月１日まで遡り、申請対象者とする。

転入者 最大50万円

最大（市有地活用補助金額） 最大 50万円

※基準日：新築の場合は建物の表題登記日　中古物件購入の場合は建物の所有権移転登記日

※基準日：建物の所有権保存登記日

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12月に開催します。



一般会計予算　総務常任委員会所管分

　増築庁舎開庁時に導入した総合窓口に
よる証明書の一括発行や、住民異動に伴
う手続のワンストップサービスの充実を
図っています。

問　本庁だけでなく財部・大隅両支所
の窓口体制は本庁と同じであるのか。
答　支所については可能な限りワンス
トップに近い形で対応しているが、基本
的には本庁だけである。

増築庁舎開庁時に
導入した総合窓口

419万円

問　事業の内容は。
答　既存の建物の解体に要する事業費
の積算を行い、解体を進めていきたい。
また、旧大隅北中学校・旧月野中学校に
ついても、今後、解体を前提としたアス
ベストの含有調査を実施していきたい。

旧恒吉中学校解体工事設計
業務委託料及びアスベスト
含有調査業務委託料

434万円及び435万円

問　曽於市消防団分団運営交付金の内
容は。
答　消防団の円滑な運営を図るため、
新たに27分団に交付する。
問　曽於消防署改修工事の内容は。
答　女性消防士採用に伴う専用の仮眠
室等を整備する工事であり、建物は曽於
市で整備したことから本市で改修しなけ
ればならない。

曽於市消防団分団
運営交付金及び

曽於消防署改修工事

２億6,440万円

問　牛飼養事業者公募要綱案に対する問
合せ状況は。
答　数者が現地の見学に来ている。

新しく決定されたロゴマーク

南九州畜産獣医学
拠点事業
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一般会計予算　文教厚生常任委員会所管分

１億2,636万円
問　変更の内容は。
答　材料費等の価格高
騰により、訪問給食をこ
れまでの800円 から900
円へと100円増額するが、
利用者負担は７月から
50円増とした。予算総額
は昨年とほぼ同額である。

高齢者訪問
給食サービス事業

7,732万円
問　補助率引上げについての内容は。
答　これまでの1/2以内から2/3以内へ補
助率を引き上げる。財源は、思いやりふるさ
と基金を活用する。また、給食費の滞納者
については児童手当から充当しており、未
納者はいない。

学校給食費
負担軽減補助金

2,810万円
問　それぞれの実績は。
答　令和 3年度の曽於医師会立病院のレセ
プト数は1,575件で医療費は１億2,000万円、
都城医師会立病院のレセプト数は620件で医
療費は9,600万円である。
問　曽於医師会との医師会立病院の今後
の在り方についての話合いはどのように
なっているか。
答　検討委員会を設置し、昨年12月19日に
１回目の検討会があり、今後どのように進め
ていくか更に協議していく。

地域医療支援費
都城圏域・曽於地区の
救急医療施設等事業負担金

329万円
問　事業の内容は。
答　これまで紙ベースで温
泉券を配付していたが、年
度初めは多くの方が温泉券
の手続に来庁されることか
ら、高齢者の来庁負担軽減
及び窓口の混雑緩和を図る
ため、令和６年度からカー
ド方式へ変更したい。
問　利用可能施設やカード
の更新はどのようになるのか。
答　利用施設は10か所程度
を予定しており、導入後は年
度切替えのカード更新の手
続は必要なく、そのまま継続
利用することができる。

温泉券システム開発
導入事業

１億3,556万円
問　加工施設が計画に
入っていない。現在も
年間1,300人 程 度 の 利
用者がいるのになくなる
のはどうなのか。
答　総合センターの加工
施設が近くにあることから、
現時点では計画に入って
いない。加工施設は農
政課所管となるため、協
議したい。

意見　諏訪地区公民館
併設の加工施設は必要
であり改築工事に含め
てほしい。

諏訪地区公民館
改築工事

給食費に対する助成額
令和 4 年度（月額） 令和 5 年度（月額）

小学校 1,400円 2,900円

中学校 1,600円 3,300円
保護者の負担軽減となります

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般会計予算　産業建設常任委員会所管分

4,326万円
問　猟友会に入って１年目
の会員は報奨金がもらえ
ないのか。
答　例年 3月末に有害鳥
獣被害防止対策協議会が
開催されるが、その際に各
猟友会の会長から推薦を受
けた会員を有害鳥獣捕獲
隊員案として提案し、承認
されて初めて捕獲隊員とな
り、報奨金をもらうことができ
る。そのため、免許取得後
の最初の協議会で推薦され
ることから、それまでは報奨
金をもらうことができない。

有害鳥獣等駆除被害
防止事業有害鳥獣捕

獲補助金
１億1,087万円
問　物価高騰の影響は。
答　当センターで生産・販
売している堆肥製品の生
産コストが燃料や資材の高
騰により上昇しているため、
本年４月１日から堆肥製品
の価格を最大 2 割程度上
げる改定をすることになった。

有機センター管理費

１億388万円
問　事業における県内の事
業実施計画の策定状況は。
答　本市が令和4年3月に
県内で1番目に策定してお
り、県もほかの市町村に策
定を促している状況である。

意見　本市における森林
環境譲与税事業の取組状況
については、県内でも上
位に位置していると思われ、
努力すれば全国的にも通用
すると思うので、今後も事
業を積極的に進めてほしい。

森林環境譲与税事業

1,884万円
問　当 該 工 事 に つ い て、
ゾーン30の 5 か所は既に予
定地が決まっているのか。
答　既に整備されている
所の表示が経年劣化で消え
かかっているところがあり、
１・２年前から５か所ずつ
更新している。今後も引き
続き更新していくため、予
算を計上した。

交通安全施設整備事業
交通安全施設設置工事

26万円
問　飲料水水質検査補助
金の予算額は。
答　令和 5年度の予算額
は例年と同程度であるが、
令和4年度に水質検査を実
施した組合は、現在、市で
把握している組合数87組
合のうち22組合であった。
問　最近、各組合へ実施した
アンケートは、今後の課題を整
理するためにされたと思うが、
結果の集計はできているのか。
答　全86組合のうち約65％
の組合から回答があった。
まだ集計ができていないが、
施設の老朽化や高齢化に伴
う維持管理の問題を抱えて
いるという意見があった。

意見　小規模水道組合も高
齢化が進んでおり、維持管理
が難しくなってきているので、
積極的な支援をしてほしい。

小規模水道事業費
飲料水水質検査補助金

3万円
問　本市におけるコンパク
トなまちづくりに関する議
論や協議がされているか。
答　令和４年10月からの組織
再編で課内にコンパクトシティ
推進室を設置した。これからの
人口減少に備えて、長いスパン
でコンパクトに集約していくと
いう考え方で、今後のまちづく
りを進めていきたい。

意見　コンパクトシティに
ついては、ほかの自治体でも
成功例があるので、本市にお
いても公民連携まちなか再生
推進事業で今後議論される内
容を生かして、的確に進めて
行くべきである。また、空き
家バンクの登録件数が少ない
ので、もっと力を入れてほしい。

都市計画総務費
コンパクトなまちづくり
推進協議会負担金
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令和 5 年度特別・企業会計予算

曽於市国民健康保険特別会計予算曽於市国民健康保険特別会計予算
議案第28号　 全会一致　可決

問　令和５年度の給付費が減少しているが。
答　国保の給付費から団塊の世代の方々が後期高齢者へ移行したため減少した。また、これ
に伴い一般会計からの法定外繰入金が対前年度比2,000万円減の2億3,000万円である。

医療費の推移

腎不全 その他
神経系

その他
悪性新生物

糖尿病 統合失調症 その他
消化器系

高血圧性
疾患

その他
心疾患

虚血性
心疾患

気管、気管支
及び肺

医療費（千円）
400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

■平成29年度
■平成30年度
■令和 1年度
■令和 2年度
■令和 3年度

曽於市後期高齢者医療曽於市後期高齢者医療
特別会計予算特別会計予算

議案第29号　 賛成多数　可決

問　令和５年度の給付費について。
答　給付費の伸びは0.9％を見込んでおり、
県全体の予算額は2,938億1,658万7,000
円で、うち曽於市分は86億8,544万7,000
円である。

反対討論 　後期高齢者医療広域連合議
会の議員に市長や議長等が入っておら
ず、制度上の問題がある。

曽於市介護保険曽於市介護保険
特別会計予算特別会計予算

議案第30号　 賛成多数　可決

問　令和５年度の給付費について。
答　給付費の伸びは6％を見込ん
でおり、新型コロナウイルスの感染症
法上の位置付けが5月8日から「5
類」に引き下げられることから、これまで利用
を控えていた方の利用増により給付費が増える
ことと、看護小規模多機能型居宅介護の設
置に伴い、給付費の増加を見込んでいる。

反対討論 　介護保険特別会計の新年度予
算編成において、一般会計からの繰り入れ
等を含めて全体的な理念が見えない。

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



曽於市生活排水処理事業特別会計予算曽於市生活排水処理事業特別会計予算
議案第31号　 全会一致　可決

問　今後の合併浄化槽の譲渡はどうなるのか。
答　令和 5年度は、平成15年度に設置した100基を処分する計画で、現在、無償譲渡契
約の同意を約80％得ている。

問　地方債残高について。
答　令和 4年度末で元金が 1億7,540万5,821円、利子が1,433万7,374円である。

意見 　休止中の浄化槽で無償譲渡できないものの処分について、財政負担の平準化の
ためにも、公債費の償還も含めた計画を早めに立て、年次的に処理するべきである。

曽於市水道事業会計予算曽於市水道事業会計予算
議案第32号　 全会一致　可決

問　建設改良費の固定資産購入費のう
ち、土地購入費とは。
答　末吉町にある橋野第４水源地の連
絡用道路は、現在、橋野浄水場近くの
河川沿いから通行するようになってい
るが、ポンプの故障時などで工事業者
が通行する際、幅員が狭く、非常に危
険であった。そこで、県道側から進入
できるよう、地権者と交渉を行ったと
ころ、用地を取得するめどが立ったた
め、今回予算を提案した。

橋野第４水源地

曽於市公共下水道事業曽於市公共下水道事業
会計予算会計予算

議案第33号　 全会一致　可決

問　建設改良費のうち、処理場建設費
の工事請負費とは。
答　下水道浄化センターに設置してあ
る監視装置のシステムをクラウド型へ
再構築するため、また、同センターの
土壌脱臭施設の吸着材を入れ替えるた
め、それぞれ工事を行う。

下水道浄化センター
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